
 

令和３年度第１回 

地域自立のための「人づくり・学校づくり」実践委員会 
 

令和３年５月 11 日（火） 

午前 10 時から 12 時まで 

県庁西館４階一会議室Ａ、Ｂ、Ｃ 
 

次  第 
 

１ 開会 

（１）知事挨拶 

 

２ 議事 

（１）副委員長選出 

（２）報告 

   令和３年度の協議事項及び年間スケジュール 

（３）意見交換 

  ・ＩＣＴを活用した教育の推進と新時代の教員育成 

  ・誰もがスポーツ・文化芸術活動に親しめる環境の整備 

（４）その他 

 

３ 閉会 

 

＜配布資料＞ 

○資料１ 令和３年度の協議事項及び年間スケジュール 

○資料２ 「ＩＣＴを活用した教育の推進と新時代の教員育成」に関する論点 

○資料３ 「ＩＣＴを活用した教育の推進と新時代の教員育成」に係る主な取組 

○資料４ 「誰もがスポーツ・文化芸術活動に親しめる環境の整備」に関する論点 

○資料５ 「誰もがスポーツ・文化芸術活動に親しめる環境の整備」に係る主な取組 

○別冊 ・第１回実践委員会参考資料 

    ・静岡県商工会議所青年部連合会 絵本「おかねってなぁに？」 

    ・経済産業部「企業で活躍する定住外国人ロールモデル活躍事例集」 

     日本語版、スペイン語版、ポルトガル語版、フィリピノ語版 
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令和３年度の協議事項及び年間スケジュール 

 

１ 協議事項 

  令和３年度は、新たな「教育に関する大綱」及び「教育振興基本計画」を含め、以下の事項に

ついて協議する。 

○ 教育に関する大綱及び教育振興基本計画 

＜想定される論点＞ 

・「知性を高める学習」の充実（学力向上、読書活動、ＩＣＴ活用等） 

・「技芸を磨く実学」の奨励（キャリア教育、地域学、スポーツ・文化芸術等） 

・学びを支える魅力ある学校づくりの推進（学校マネジメント、幼児教育、特別支援教育等） 

・グローバル人材の育成（国際理解、多文化共生、海外交流等） 

・地域ぐるみの教育の推進（家庭教育、地域・企業との連携、社会参画等） 

・誰もが夢と希望を持ち社会の担い手となる教育の推進（いじめ・不登校、男女共同参画・ジェンダー等） 等 

○ ＩＣＴを活用した教育の推進と新時代の教員育成 

＜想定される論点＞ 

・ICT等の技術革新とこれからの学校教育 

・教育の質の更なる向上と業務の効率化に向けたICT活用拡大の方策 

・ICTの活用と情操教育との両立に向けた方策 

・技術革新の進展等に対応した教員の資質能力及びその向上のための方策 

・教員採用後を見通した大学における人材育成 等 

○ 誰もがスポーツ・文化芸術活動に親しめる環境の整備 

＜想定される論点＞ 

・ウィズコロナ時代に子供が日常的にスポーツ・文化芸術活動に親しむために必要な取組 

・新型コロナウイルス感染症対策や少子化の進行、教員の多忙化等の制約の下での効果的・効率

的な部活動の在り方 

・大規模な国際大会（ラグビーワールドカップ2019、東京2020 オリンピック・パラリンピッ

ク）のレガシーの活かし方 等 

○ 誰一人取り残さない学びの保障 

＜想定される論点＞ 

・学び直しの場としての夜間中学（ナイト・スクール・プログラム）の意義と求められる教育活動 

・夜間中学設置も踏まえた不登校の児童生徒や外国人に対して求められる就学支援 

・医療的ケアを必要とする児童生徒の就学機会の確保 

・家族の介護等を行う子供（ヤングケアラー）への支援 

・個々の能力等に応じた学習支援 等 

○ 地域(実社会)と連携した高等学校教育の在り方（小委員会の提案を踏まえた協議） 

＜想定される論点＞ 

・令和３年度のモデル校での取組の検証を踏まえた改善事項及び中長期的な取組 

・ＩＣＴ活用や少人数教育などによる教育の質の確保 

資料１ 
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２ 「才徳兼備の人づくり小委員会」における協議 

令和３年度のモデル校による取組を検証し拡大につなげるとともに、地域(実社会)と連携した

高等学校教育の在り方について議論を深め、地域の特長等に応じた魅力ある高等学校づくりや全

県的な取組への拡大のための方策を実践委員会に提案する。 

(1) 年間テーマ 

地域(実社会)と連携した高等学校教育の在り方 

(2) 協議内容 

先進事例の把握、現場視察やヒアリングを通じ、現状や課題を踏まえた上で協議を進める。 

ア 短期的取組の改善点と中長期的取組の方向性 

○令和３年度のモデル校における取組について、内容や実施状況の確認、教員の意見聴取等を

行い、問題点の有無及び改善内容を協議 

○令和２年度の報告で示した中長期的な取組について、実施課題に取り組むに当たっての留意

点、検討課題の具体的な取組内容や進め方等を協議 

イ 加速する人口減少を見据えた魅力ある高等学校教育の在り方 

○人口減少を見据え、地域の実情に応じた高等学校の在り方について、ＩＣＴ活用や少人数

教育等による教育の質の確保の観点から協議 

 

３ 年間スケジュール（予定） 

区分 開催時期 協議内容等 

第１回 ５月11日 
・ＩＣＴを活用した教育の推進と新時代の教員育成 

・誰もがスポーツ・文化芸術活動に親しめる環境の整備 

第２回 ９月14日 
・誰一人取り残さない学びの保障 

・大綱（基本的考え方） 

第３回 11月 

・地域(実社会)と連携した高等学校教育の在り方（小委員会中間報告） 

・教育に関する大綱（素案） 

・教育振興基本計画（素案）（報告） 

第４回 ２月 

・地域(実社会)と連携した高等学校教育の在り方（小委員会最終報告） 

・教育に関する大綱（案） 

・教育振興基本計画（案）（報告） 

・令和３年度協議事項への対応（報告） 

※上記のほか、学校現場等の視察や才徳兼備の人づくり小委員会委員との意見交換を実施予定 
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「ＩＣＴを活用した教育の推進と新時代の教員育成」に関する論点 

 

 技術革新が進展し、社会を大きく変えていく超スマート社会（Society5.0）

が到来しつつあり、社会の変化は加速度を増し、複雑で予測困難になっている

が、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大により、「ニューノーマル」

への移行が求められるなど、先行きは一層不透明となっている。 

 こうした時代においては、様々な変化や課題が生じると見込まれるため、特

定の分野の知識や技能だけでなく、新たなことを学び、予測できない変化を前

向きに受け止め、地球規模の諸課題も自らの課題として考え、責任ある行動が

とれる力を身に付けていくことが重要である。 

 また、新型コロナウイルス感染症の影響により、登校や外出が制限される中

での学びの機会や質の確保が課題となった一方で、ＩＣＴを活用した学習環境

の整備が急速に進み、ＩＣＴの可能性や重要性がクローズアップされた。 

 全ての子供たちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」

を実現するため、ＩＣＴの特性を最大限活用した効果的な教育活動を進めてい

くとともに、ＩＣＴの活用をはじめ、Society5.0時代に求められる教員を育成

していく必要がある。 

 

◆論点１：教育の質の向上に向けたＩＣＴの効果的な活用 

学校教育における様々な課題の解決を図り、教育の質の向上につなげてい

くため、具体的にどのようなＩＣＴの活用策が考えられるか。 

また、ＩＣＴの活用を進めていく上で、どのような点に留意する必要があ

ると考えるか。 

【検討の視点】 

・ＩＣＴ等の技術革新とこれからの学校教育 

・教育の質の更なる向上と業務の効率化に向けたＩＣＴ活用拡大の方策 

・ＩＣＴの活用と情操教育や実践活動との両立に向けた方策 
 
◆論点２：Society5.0時代に求められる教員の育成 

教育の質の向上を図るため、教員にはどのような資質・能力が求められ、

それをどのように育成していけばよいと考えられるか。 

【検討の視点】 

・技術革新の進展等に対応した教員の資質能力及びその向上のための方策 

・教員採用後を見通した大学における教員養成のあり方 

・教員の負担軽減と求められる知識・技能の変化への対応 

資料２ 
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「ＩＣＴを活用した教育の推進と新時代の教員育成」に係る主な取組 

 

１ 総論 

○ＩＣＴ教育戦略室の体制強化（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ2  

・令和２年８月に設置した教育委員会の関係課等による「ＩＣＴ教育戦略室」につい

て、令和３年度から企画、人材育成、環境基盤、学校支援の４チームとし、アドバ

イザーの助言を受けつつ、連携して実効性の高いＩＣＴ教育に関する施策を展開 

○静岡県ＩＣＴ教育推進協議会の設置（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ3  

・県と市町による「静岡県ＩＣＴ教育推進協議会」を設置し、教育におけるＩＣＴ

活用に係る効率化や先進技術の共有化を図り、地域全体として格差を生まない整

備に取り組むとともに、県内市町の学校や行政運営の高度化・効率化を推進 

○ふじのくに学校教育情報化推進計画（仮称）の策定（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ4  

・学校教育におけるＩＣＴ活用を総合的・計画的に推進するため、令和４年度から令和

７年度までを計画期間とする「ふじのくに学校教育情報化推進計画（仮称）」を策定 
 
２ ハード整備・ソフト活用 

○ＧＩＧＡスクール構想に関連したＩＣＴ教育機器の整備（教育委員会教育政策課） 

参考資料Ｐ5  

・ＩＣＴ教育の充実を図るため、オンライン学習のための貸出用端末等の環境整備

や先端技術を活用した教育の実証を実施 

○特別支援学校へのＩＣＴ機器の導入（教育委員会特別支援教育課）参考資料Ｐ6  

・県立特別支援学校に児童生徒の障害に応じた入出力支援装置を導入し、児童生徒

が自らＩＣＴ機器を操作し活用できる環境を整備 

○ＩＣＴ支援員等の配置（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ7  

・ＩＣＴ環境の整備・充実を図る取組等を支援するため、専門的な知識を持つシス

テムエンジニア等をＩＣＴ支援員として配置 

○ＩＣＴ活用支援ポータルサイトの公開（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ8  

・教職員のＩＣＴを活用した指導を支援するため、クラウドサービスの利用方法や

各学校から収集した電子教材を掲載したサイトを公開 

○ＩＣＴを活用した講義動画の共有（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ9  

・各学校で作成した電子教材や、ＩＣＴを活用した指導に長けた教員による実際の

授業を基にした講義動画を作成 

○県立高校におけるＥｄＴｅｃｈ導入実証（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ10  

・学力向上等の効果が確認されているＥｄＴｅｃｈサービスの普及に向け、県立高

校での導入実証の効果検証を行い、全校での実施を検討 

資料３ 
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○高校におけるＢＹＯＤの導入（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ12  

・県立高校において、生徒個人のスマートフォン等を授業に用いるＢＹＯＤの各学

校での導入を推進 

○ＬＭＳの導入検討（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ15  

・Ｅラーニングによる学習の進捗状況等を管理するためのシステムであるＬＭＳの

導入を検討 

○学校連絡・情報共有サービス「ＣＯＣＯＯ」の導入（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ16  

・県立学校においてパソコンやスマートフォンによる保護者との連絡ツール「ＣＯ

ＣＯＯ（コクー）」を試行し、学校と保護者、教員同士の情報共有を図るととも

に、利便性を高めて教員の業務負担を軽減 

○病気療養中の高校生に対するＩＣＴを用いた学習支援（教育委員会高校教育課）参考資料Ｐ17  

・病気療養中の生徒に対する遠隔授業の研究について、実態把握や医療関係機関と

の連携体制、単位認定を含めた支援体制の研究を推進 
 
３ 人材育成  

○ＩＣＴ活用に係る教職員研修の実施（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ18  

・児童生徒の情報活用能力の育成を図り、授業や校務にコンピュータ等の情報手段

が一層活用されるよう、ＩＣＴ活用に係る教職員研修を実施 

○教員養成段階におけるＩＣＴ活用指導力の育成（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ20  

・ＧＩＧＡスクール構想や新型コロナウイルス対応の中で必要となっているＩＣＴ

活用指導力育成のため、教員養成を担う大学との連携を推進 
 
４ モラル等の向上 

○情報モラルの涵養（教育委員会教育政策課）参考資料Ｐ21  

・インターネット上の誹謗中傷への対応等について教職員に対して、「人権教育の

手引き」の活用や人権教育担当者研修での講演を実施 

○ネット依存への対応（教育委員会社会教育課）参考資料Ｐ22  

・Ｗｅｂシステムを活用したネット依存のセルフチェックを促進するほか、ネット

の利用を見直したい小・中学生を対象に野外活動を取り入れた自然体験回復プロ

グラムを実施 
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「誰もがスポーツ・文化芸術活動に親しめる環境の整備」に関する論点 

  

 「有徳の人」の育成には、「知性を高める教育」だけでなく、「技芸を磨く実

学」に触れる機会を与え、多様で柔軟な教育を展開する必要がある。 

令和元年にラグビーワールドカップ2019が開催され、日本代表の快進撃と合

わせて大きな盛り上がりを見せた。また、本年は、東京2020オリンピック・パ

ラリンピック及び同文化プログラムが開催されることから、これらの大規模な

国際大会の開催を絶好の機会と捉え、子供たちのスポーツ・文化芸術活動の促

進などに取り組むことが重要である。 

こうした中、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、学校では、部活

動をはじめ、様々な活動が制限されることとなった。実体験を得る場としてス

ポーツ・文化芸術活動の重要性が増しており、子供たちが日常的にスポーツ・

文化芸術活動に親しめる環境の整備が求められる。 

また、部活動については、指導者不足等の問題も抱えており、様々な制約の

中で、その在り方も課題となっている。 

 加えて、大規模な国際大会をレガシーとして後世へ継承し、誰もがスポーツ

や文化芸術に親しみ、その価値への理解を深めていく取組も重要である。 

 

◆論点１：子供たちがスポーツ・文化芸術活動に親しめる環境の整備 

子供たちが日常的にスポーツ・文化芸術に関心を持ち、親しむことができ

る機会を充実させていくために、具体的にどのような取組が考えられるか。 

また、部活動やその大会等の在り方についてどのように考えるか。 

【検討の視点】 

・ウィズコロナ、アフターコロナ時代において子供が日常的にスポーツ・文化

芸術活動に親しむために必要な取組 

・新型コロナウイルス感染症対策や少子化の進行、教員の多忙化等の課題や制

約の下での効果的・効率的な部活動やその大会等の在り方 

 

◆論点２：大規模な国際大会を契機としたスポーツ・文化芸術活動の促進 

 国際大会の開催を一過性のものとすることなく、スポーツ・文化芸術活動

の促進につなげていくために、具体的にどのような取組が考えられるか。 

【検討の視点】 

・大規模な国際大会（ラグビーワールドカップ2019、東京2020オリンピック・

パラリンピック）のレガシーの活かし方 

資料４ 
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「誰もがスポーツ・文化芸術活動に親しめる環境の整備」に係る主な取組 

 

１ スポーツの振興 

○スポーツ人材バンクの運用（教育委員会健康体育課）参考資料Ｐ25  

・中学校、高等学校の部活動及び地域のスポーツ教室等の指導者不足への対応を図

るため、しずおかスポーツ人材バンクを運用し活用を促進 

○しずおか型部活動の推進（教育委員会健康体育課、高校教育課）参考資料Ｐ26  

・県立学校の部活動へ運動・文化部活動の専門的技能を持った地域人材を外部指導

者として派遣 

○地域部活動の推進（教育委員会健康体育課、義務教育課）参考資料Ｐ27  

・中学校における令和５年度以降の休日の部活動の段階的な地域移行に向け、国の

委託を受けて拠点校において実践研究を実施 

○地域スポーツクラブ（磐田スポーツクラブ）の設置 参考資料Ｐ28  

・学校に希望する運動部活動がない生徒や専門的な指導が十分に受けられない生徒

のスポーツ活動を支援するため、地域スポーツクラブを設置 

○ラグビー聖地化の取組（スポーツ・文化観光部スポーツ政策課）参考資料Ｐ29  

・ラグビー文化の醸成とラグビーワールドカップ 2019 のレガシーを後世へ継承す

ることによりラグビーの聖地化を図るため、①する、②みる、③ささえる、④ま

なぶ、⑤楽しむ、の５つの視点で環境づくりを推進 

・ラグビーワールドカップ 2019 を契機に認識が高まったラグビーの意義や魅力及

び大会実績を次世代を担う子供たちに継承するため、ラグビー伝承本を県内小中

高校生対象に作成・配布し、ラグビーの精神を学校教育に活用 

○エコパ５面化の利活用（スポーツ・文化観光部スポーツ政策課）参考資料Ｐ31  

・ラグビーの聖地化に向け、エコパの拠点化を図るため、ラグビーグラウンドの５

面化を活かした大会や合宿の誘致を推進 

○ラグビー教育の推進（教育委員会健康体育課、スポーツ・文化観光部スポーツ政策課） 

参考資料Ｐ33  

・ラグビー日本代表等による出前授業、ラグビー体験授業、ラグビー部等へ活動支

援、体力向上の取組支援等を実施 

○オリンピック・パラリンピック教育の推進（教育委員会健康体育課）参考資料Ｐ34  

・オリンピック・パラリンピックを題材とした授業の実施、講演会、交流活動、効

果的な教育実践に関する関係者による協議、セミナーを実施 

資料５ 
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○オリパラ運営体験プログラムの実施（スポーツ・文化観光部オリンピック・パラリン

ピック推進課） 

参考資料Ｐ35  

・東京 2020 大会を契機とした人づくりを実施するにあたり、高校生・大学生等に

大会の準備・運営を通じてスポーツの価値や魅力等を学び、参画する機会を創出 

○東京 2020 大会学校連携観戦プログラムへの参加（スポーツ・文化観光部オリンピ

ック・パラリンピック推進課）参考資料Ｐ36  

・東京 2020 大会組織委員会が企画した学校連携観戦プログラムに参加し、次代を

担う多くの子供達に本大会を生で観戦する機会を提供 

○東京オリンピック・パラリンピック自転車競技レガシー創出に向けた取組 

（スポーツ・文化観光部スポーツ政策課）参考資料Ｐ37  

・自転車文化の醸成と自転車文化の発信のための体制等を整備するとともに、国際

大会の誘致や開催に向けた準備を実施 

○サイクルスポーツの聖地づくり（スポーツ・文化観光部スポーツ政策課） 

参考資料Ｐ38  

・サイクルスポーツの聖地づくりのため、市町や関係団体等と連携し、競技やサイ

クルツーリズムの振興、自転車利用の視野拡大、走行空間の整備を推進 

○スポーツ聖地づくり（スポーツ・文化観光部スポーツ政策課）参考資料Ｐ39  

・スポーツの聖地づくりのため、参画人口の拡大、人材と場の充実、地域活性化、

競技力向上等を部局横断で総合的に推進 
 
２ 文化芸術の振興 

○ふじのくに子ども芸術大学の実施（スポーツ・文化観光部文化政策課）参考資料Ｐ40     

・子どもが本物の文化に触れる機会の充実のため、小・中学生を対象に、活躍する

アーティスト等による体験・創造講座を実施 

○子どもが文化と出会う機会の創出（スポーツ・文化観光部文化政策課）参考資料Ｐ41 

・プロオーケストラが学校を訪問し、音楽プログラムや未就学児コンサートを実施 

・ＳＰＡＣが学校等を訪問し、演劇プログラム等を実施 

○ＳＰＡＣ演劇アカデミーの開催（スポーツ・文化観光部文化政策課）参考資料Ｐ43  

・高校生を対象に「演劇の都」を担える人材を養成する演劇スクール「ＳＰＡＣ演

劇アカデミー」を開催 

○オリンピック・パラリンピック文化プログラムの推進（スポーツ・文化観光部文化政策

課）参考資料Ｐ44  

・文化芸術の力を活かし地域活性化に取り組む地域部活「掛川未来創造部 Palette

（掛川市）」や「地域情報誌制作プロジェクト（伊豆市）」等を支援 
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